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[目的・背景] 

太陽電池の光から電気への変換効率が低く留まっている最も大きな要因は、太陽光が非常に広

いスペクトルを持つことにある 1。太陽電池の材料のバンドギャップ・エネルギーより小さい光子

エネルギーの光は吸収されず、より大きい光子エネルギーの光のみが吸収されるが、過大な電子

の運動エネルギーは熱損失となるため、光子エネルギーが大きくなるほど効率は低下する。理論

的にはバンドギャップ近傍の光子エネルギーの光のみを入射させれば効率は上がるはずである。

そこで変換効率の波長依存性を実験的に確かめることを目的として測定を実施した。その結果を

報告する。 

[実験] 

太陽電池と同原理の Siフォトダイオード 

（浜松ホトニクス,S1337-1010BQ）に準単色光 

を照射して電流電圧特性を測定して Fill Factor

等を求め、変換効率を計算した。準単色光とし

て、白熱電球を用いて干渉フィルターを透過し

た光及び LED電球を使用した。 

[結果] 

干渉フィルターを用いた変換効率の測定結

果を Fig1 に示す。測定結果から変換効率は、

理論の予測通り、放射束の対数にほぼ比例する

こと、波長にほぼ比例することを確認した。 

 

 

 

 

[まとめ] 

Siフォトダイオードの変換効率を波長の関数で測定した。その結果、変換効率は波長が長いほ

ど、また入射放射束が強いほど高くなることが裏付けられた。原理的には放射束が同じ条件下で

は、太陽光のような白色光に代えて、長波長の単色光を用いた方が効率は高くなるはずであるが、

現在単色光の放射束が弱いため、まだ確認できていない。LD を用いた測定を予定している。 
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Fig1. Conversion efficiencies of silicon 

photodiode (S1337-1010BQ) using  filtered 

radiation from an incandescence lamp as a 

function of the short circuit current. 
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  a function of the irradiance. 
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